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大東急記念文庫本『奥義抄』の情報構造
七九
一
　
はじめに
　
従来の歌学書研究は、収録される記事内容から研究が進められて
きたが、歌学書の記事は、出典が明記されていなくとも、先行歌学書の引用である場合があり、記事内容の分析だけでは、その性質を十分に解明することができない。本稿では内容の分析 なく、大東急記念文庫蔵『奥義抄』 （以下、大東急本と称する）の文字割付から、歌学書の性格について考察した
い
）（
（
。
　『奥義抄』は上中下の三巻と下巻余からなる。中巻、下巻は勅撰集歌や難義語の註釈であり、下巻余は問答形式でいささか他の部分と異なるとはいえ、これらの割付はそれほど複雑なものではない。これに対して『奥 抄』上巻部 、各階層の見出しが複雑であり、また項目ご に書式が異なってもいる。そして、さらに写本ごとにも書式の差異が見受けられるのである。
　『奥義抄』上巻部の各写本は、先行歌学書類を割付によって整理・分類したうえで構造化が図られている。すなわち、複雑な割付とともに規格化された情報の構造を有し のである。本稿では、文字割付から『奥義抄』を分析し、一書の中で歌学がどのように編成されている 着目したい。 『奥義抄』に関する先行研究は多いが、文字割付については等閑視されてき
た
）（
（
。一般に、書誌学・文献
学的研究におい さえ、文字割付はそ 自体、さほど重視されるものではなかったと える。　
その事例として本稿で取り上げる大東急本は、川上新一郎の『奥
義抄』諸本分類において代表的な善本と認められる伝本 あ
る
）（
（
。下
巻余を欠き、中冊に一部欠脱があるものの 他本にない「忠岑十体」を有する。当該本は、上巻部において、先行歌学書をグリッド（割付格子）により構造化しており、その書写態度が注目される。グリッドとは、文字の諸要素をどのように配置するかの基準線のことである。この基準線によって割付位置を決める文字の配置方法を
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グリッドレイアウトという。大東急本は、そうしたグリッドレイアウトに忠実な伝本である。グリッドによる割付の構造化が、歌学書の書写においてどのような効果をあげているのかを考察するのに、まことに好適な資料と考えられ　
大東急本の書誌は、影印解題（川上新一郎執筆）によれば、縦二
六・〇糎、横二一・八糎の袋綴本三冊、内題「奥義抄序」 （上式中釈、下） 、一面一二行、和歌一首一行書きで、全冊が平（杉原）賢盛の筆と認められる。詳細は井上宗雄、原田芳起の紹介に譲りたい
）（
（
。奥書については川上の詳細な分析があ
る
）（
（
。大東急本には「寛正
三暦初秋中八日
　
平賢盛」とあり、書写年代は寛正三年（一四六
二）であると知られる。
二
　
項目と構造
　
まず、 『奥義抄』の構造に関する二 の見解を確認しよう。まず
久曽神昇は次のように述べている。
　
その内容は見出があつて明瞭である。 （中略）わが国の歌学
を集大成したものとして最も大切なものである。殊に上巻は当時の歌学の大勢を知るために貴重な資料を提供す ものであ
る
）（
（
。
　
これに対し川上新一郎は、 『奥義抄』の構造を雑然としたものと
判断している。
　
清輔の著作は『奥義抄』 『袋草紙』 『和歌初学抄』のいずれも
著者自身の改稿や増訂の痕跡が認められ、複雑な異本関係もそれに起因する所が大きいと考えられる。　
また、それぞれの構成を見ると整然としておらず、部分部分
の脱稿後、一書に編集した形態を っている。 （中略）　
清輔は資料を集めてまとめると、それに度々手直しを加えて
保存して置き、一書を成す際、組み合わせて用いたり、同じ材料を使い回したりする傾向がある。　
従って清輔の著作 全体に整然とした構成をとらず、あたか
も、別々の機会に書い 論文を一書 まとめた論文集のご き性格を有することになる。 （中略）　
従って、清輔の著作が整然としていないのは、歌学の体系化
を模索した試行錯誤の跡をそのまま示してい のであり、かえって体系を捉えようとする指向を見せていることにな
る
）（
（
。
　
久曽神昇は、見出しによって構造が明瞭となるとし、そこから
「歌学の集大成」との評価を与える。一方、川上新一郎は、清輔の著述全体から『奥義抄』を評価し、その雑然とした構成を「歌学の体系化」の模索ととらえる。稿者は、久曽神昇が指摘する見出しの要素を重視したい。諸本の性格を決定づける要素として
見出しに
よって示される構造を、
考察していきたい。
　
ここで用語を吟味しておく。見出しとは、構成要素を括り、対応
する本文を包括する機能があるものである。見出しとは本文はどのような部位に包括され のかを示す こう た包括関係
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を示す文字を書物の中で要素という。見出しから書物の性格を考えることは、 の要素を抽出し、一書が、どのような要素によって成立しているのかを読解すること ある。しかし、本文もまた、見出しと同じように文字の要素である。要素の違 は、文や語がテクスト上に書かれ 位置で表される。和歌 詞書・左注といった情報が、相対的な書き出 位置の差異（高さの違い）によって判別されることはよく知られている。書き出し位置の違いは、単に見出し 本を区別するだけではなく、それらがどのような構成をもち、どのような意味を持つのかを指定している。時には見出しの下位 さらに見出しがつくこともある。大見出し、小見 に、見出しは文章に階層的な構造を与える働きがある。　
割付とは、テクストが記述される書面の上に、相対的な位置関係
において具現される。 まり、紙面上に配置され 文字の割付位置である。本稿では、書面上に現れるテクス 内容の構成を、本 のもつ意味内容とは区別し、情報構造と呼ぶこと したい。一書の情報構造を把握するために 、校訂・整序された活字本文ではなく写本の 具体的に読み解く作業が要請さ 。 うした情報造は、書物の検索性や性格を、要素の配置関係や理解の難易によって規定するのである。同時に、意味をもたない文字要素も存在せず、要素をもたない文字も存在しない。要素と意味は不即不離の関係にあり、読解によってはじめてその性質を把握することができる。
三
　
上巻部の割付
　
大東急本の主要な項目の割付構造を、その上巻部において仔細に
見て行きたい。上巻部は、和歌六義、和謌六躰、和歌三種躰、和歌八品、畳句哥、連句哥、隠題 誹諧哥、譬喩哥、相聞哥、挽哥、無所着哥、廻文哥、和歌四病 和歌七病、和歌八病、避病事、詞病事秀歌躰、和歌九品、和歌十種躰、道済十躰、盗古歌證哥、物異名、古謌詞、 名の各項目で構成されている。以下 【
　
】で括る項目
ごとに漢数字で上冊の丁数（表をオ、裏をウとする）を示し、見出しを内容と文字の高さから整理して示す。丸数字は区分される要素ごとの括りを便宜的に意味する（同じ数字は同じ階層である） 。また要素 みなしうるものは「」で括る。なお、一部細注や送り仮名等を省略した。【和歌六義】
（五ウ～七オ）
一和歌六義
 
①
　
一風
　
二賦
　
三比
　
四興
　
五雅
　
六頌
 
②
　
一曰風
　
古今にはそへ哥とあり哥云
 
③
　　
難波津にさくやこの花冬こもり今は春へと開やこの花
 
④
　
毛詩云上以風化下々以風刺上注云風化風
 
⑤
　
刺皆謂譬喩賦不斤言也
　
今案するに同書云風は諷也そふとよむなりそふと云は
 
⑥
八二
　
題をあらはにいはすして義をさとらする也故に風を
　
そへ哥といふ此哥は大鷦鷯天皇第の御子たかひ
　
に位をゆつりて三年まて位につき給はぬといふ
　
かり思ふにつゐに正月につき給へる時新羅の
　
王仁か奉 たる哥なり梅にみかとをそ 奉れり」 （五ウ）
　
この花とは梅の花也高津の宮に 位につき給へ
　
れはなにはへにさくやこの花とはよめり或書云
 
⑦
　
梅は衆木之前花発故号木花云々
　「和歌六義」の見出しは「一風」 「二賦」 「三比」 「四興」 「五雅」
「六頌」の項目に分けられ、書式は③以下が各項に共通する。①大見出し、②小目次、③六義各々の説明と古今歌序での分類、④例歌、⑤漢籍の引用、⑥今案という構成になっており、 「一風」 、 「六頌」では⑦のように「或書」 「或物」からの引用も付随している。⑥は原則改行のようであるが「四興」の「今案」は追い込みで書かれており、 「之今案に興をは毛詩にたとへと読りとたふといふは」と、「正義云」から続いている。また「六頌」の「或物云」は前行から改行となっており、⑥ 改行規則は厳密ではない。つまり①③④⑤が本文の固定割付となっている。【和謌六躰】
（七オ～九ウ）
一和謌六躰
 
①
　
  一長歌
　
二短哥
　
三旋頭哥
　
四混本哥
　
五折句哥
　
六沓冠折句」 （七オ）
 
②
　
一長歌
　　
二五三七
　　
合卅一字也
 
③
　　
  八雲立たついつもやへかきつまこめにやへかきつくるその八重垣を
 
④
　
此哥今書入本式には文殊の御哥をかけり
 
⑤
　
二短哥
　　
五七五七
　　
多少心にまかせたり
 
③
　
人丸か高市親王に奉る短哥
　
万葉二但哥詞多略之
 
⑥
　　
  かけまくも
　
かしこけれとも
　
いはまくも
　
ゆゆしけれ共
 
⑦
　　
  あすかの
　　
まかみ 原に
　　
久かたの
　　
あまつみかとを
　　
  かしこくも
　
さため給ひて
　　
かみさふと
　
いはかくれます
　　
  ま木のたつ
　
ふは山こえて
　　
か
○り
ふやま
　
とゝまりましゝ
　　
  あめのした
　
さかへん時は
　　
吾もとも
　　　
五七五々躰
 
⑧
　
望病者着於女洟詠之無常哥」 （七ウ）
 
⑥
　　
  はしめあれは
　
□（さカ）
ためてをはり
　
あることは
　
うつせみの世の
　　
  ことはりと
　　
おもへとも
　　　　
あまそきの
　
その岸かけと
　　
  たのめしは
　　
さゐたつま
　　　
まよふ草葉に
　
おとろへて
（中略）
　　
  あまくもの
　　
行すきかねて
　　　
さまよひぬ
　
あなうの世
　　
  あはれ我身を
　
かけろふの
　　　　
夢かうつゝか
　
なそもつれなき
　　　
乱句躰
　　　
無本式今書入之
 
⑨
　　
  うくひすの
　　
かひこの中に
　　　
ほとゝきす
　
ひとりむまれて（略）
　「和謌六躰」には統一した書式が見出しにくいが、①大見出し、②小目次が「和歌六義」と共通する。③は長歌、短歌の立項部で、歌体
　
句構成、総字数の書式となる。④⑦は和歌の書式だが、字頭
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は二字下げで共通。⑦は句と字頭を読みやすく揃えている。⑧五七五五躰は③を受けて「五七五七」と同じ階層にあることを示すが、⑨乱句躰 少し位置を高くしている。下の細注の為に余白をあけたものか。 「六 」は書式の構造から見 、 「長歌」 「短歌」とそれ以外とで書式が異なる。【和歌三種躰
】 （九ウ～一四ウ）
一和歌三種躰
  
①
　　
一者求韻
　
二者査躰
　
三者雅躰
 
②
　
求韻哥別者二種」 （九ウ）
 
③
　　
  一者長歌
　
第二句終字為一韻第四句終字為二韻如此伝之
 
④
　　
  二者短歌
　
第三句終字為初韻第五句終字為 韻
　　　
韻字有二種
 
⑤
　　
一麁韻
　
ヤマ
　
タマ
　
シマ
　
ハマ
　
等類也
　　
二細韻
　
シ
　　
リ
　
ニ
　　
チ
　
等類也
　
査躰別有七種
 
③
　
一雑会資人久米廣足哥曰
 
⑥
　　
  かすか山みねこく船のやくしてらあはちのしまのからすきのへら
 
⑦
　　　
牛馬犬鼠等ノ一処ニ如相会無有雅意故云雑
 
⑧
　　　
会
　
二猿尾
　
道合卿哥曰
 
⑥
　　
  はたほこにそひてのほれるなはのことそひて ほれるはたほこの」 （一〇オ）
 
⑦
　　　
終七字五字あるなり故云猿尾
 
⑧
（中略）
　
雅躰別有十種
　
一聚蝶
　
毎句之上同事を云也
 
⑥
　　　
浄御原天皇御製曰」 （一一オ）
　
  みよし野をよしとよくみてよしといひしよしのよくみよよきとよくみよ
 
⑦
　　　
毎句に吉ありて凶なしたとへは花蝶の 処に
 
⑧
　　　
あつまれるかことし故云聚蝶
　「和歌三種躰」も①大見出し、②小目次は先の二項目と一致する。
「求韻」に二種の歌があり、同じ階層に韻字の種別が二つ設定されている。③が三種躰の種別を示し、④長哥、短歌が設定され、⑤韻字に一字ほど下げられて見出しが付けられている。さらに「査躰」に七種、 「雅躰」に十種が設定されている。 「査躰」は③三種躰、⑥躰の種類、⑦例歌、⑧左注と一字ずつ下げられている。 「雅躰」も基本的には同じ体裁だが、⑥「雅躰」の種別の下に、説明を置き、改行して詞書を記している。この説明文の付与を除けば 基本的な体裁は「査躰」と同じである。説明文 字高は一定しておらず「三隻本」においては字高を揃えて二行に記されている。ただし、「十新意躰」においては、半字ほど下げて「相対」 「無対」の二つが下位の小項目となっている。
十新意躰
　
是体非古事非直語或有相対或」 （一三ウ）
　　　　　
無相対故云新意
　　　
孫王鹽焼哥曰
八四
　
  相対
　
塩みては入ぬる磯の草なれや見らくすくなく恋らくのおほき
　　
古きに遠さかり直に離たる故に云新意見らく
　　
すくなく恋らくおほきは是相対是体与古直
　　
相似してして少亦離別せり可消息也
　
此哥
　　
万葉集には譬喩哥とかけり
　
  無対
　
秋萩はさきて散らしかすかのになくなる簾の聲をかなしみ
　　
藤原里官卿奉贈新田部王哥曰
　
みなそこへしつく白玉なかゆへに心つくしてわか思はなくに
　　
  第一二句非是直語三四句是為直語三等句ニ」 （一四ウ）
　　
一二句之情をあらはす故為新意余亦准知
　　　
已上浜成卿式
　
この箇所、やや割付位置が乱れているが、 「無対」が詞書より一
字半ほど慎重に上げられている。 「相対」はそれより下げられて「塩みては」の左注と同じ高さにあるように見える。しかし、 「孫王鹽焼哥曰」も半字ほど高く書かれており、 「無対」と同じ要素であるという意識があったのだろう。この高さの文字は他に見えない。②の出典注記は、 「和歌六躰」の箇所より二字分ほど低く、出典の割付位置は不定である。【和歌八品】
（一四ウ～一六オ）
一和歌八品
　
一詠物者
 
①
　　　
先初二名色をあらはさすして対を設よ詠
 
②
　　　
春山之時先冬の山 すへ
　　　
冬すきておもひ春山
　　　
如此可云
 
③
（中略）
　
四恨人者
　　　
終其心を不破して閑に花を綴て漸心を
　　　
のへよ
　　　
伊勢の海にもしほやくなるうらみして
　
如此可云
 
④
　「和歌八品」には先のような小目次がない。①に品名、②は説明、③が和歌の上の句で、行を改めずに「如此可云」とある。構造は単純だが、 「如此可云」の位置が「一詠者」 「二贈物」 「三述志」までは同位置。 「四恨人」 「五惜別」ではもう少し下で揃えられているが、不定。 「伊勢の海」の歌が他の歌より下に来てしまったが故の措置であろう 他の伝本では位置をそろえているものもある。 「六謝過」以下は「如此可云」の位置が れぞれ異なっている。
【畳句哥】 【連句哥】 【隠題】 【誹諧哥】 【譬喩哥】 【相聞哥】 【挽哥】【戯咲哥】 【無所着哥】 【廻文哥】
（一六オ～一七オ）
一畳句哥
 
①
　　
同事を重て読なり
 
②
　
  心こそこゝろをはかる心なれこゝろのあたは心なりけり
 
③
一連句哥
 
①
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春の野夏の野秋の野冬の野
　
如此つゝくる也
　　　 　　　　　
已上出喜撰式
 
④
一隠題
 
①
　　
是等古き式に不載事也但古今集并拾遺集に
 
②
　　
物名の部といふは是にや為題物の名を哥
　　
おもてにをきて他の心をのふる也古今に云
　　
うきちかうの花 」 （一六オ）
　
秋ちかう野はなりにけり白露のをける草葉も色かはりゆく
 
③
　　
かなに書にくき物をは本字に付 かく読へし
 
②
　　
又同物名をそへよみてな かくれぬ哥も
　　
あり拾遺云かのかはのむかはき
　
  彼川のむかはき過てふかゝらはわたらてたゝに帰るはかりぞ
 
③
一誹諧哥
 
①
　　
滑稽也委趣は下巻にあり
 
②
一譬喩哥
 
①
　　
如字六義の風比興等哥体也委趣在下巻
 
②
一相聞哥
 
①
　　
恋哥也
 
②
一挽哥
 
①
　　
哀傷也」 （一六ウ）
 
②
一戯咲哥
 
①
　　
如字
 
②
　
婆羅門の作れる小田をはむからすまなふたはれてはたほこにおり
 
③
一無心所着哥
 
①
　　
雑会哥体也
　
無所存也
 
②
　
  わきもこかひたいにおふるすく六のこといの牛のくらのうへのかさ
 
③
一廻文哥
 
①
　　
さかさまによむ同哥也
　
詠草花古哥云
 
②
　
  むらくさにくさのなは しそならはらはなそしも花 さくにさく ん
 
③
　
一六～一七丁に集中する十の項目を一括で掲載した。歌病や歌躰
のような複雑な構造はない箇所で、①項目に従属する形で②説明と③和歌が付属する。④出典注は他の出典注と比較しても低い位置に割り付けられていることは注意しておきたい。 「如字」や「雑会哥体也」といった一文だけの説明と、数種の例歌だけの項目もある。【和歌八病】
（一八ウ～二〇オ）
一和歌八病
 
①
一同心
　　　　
一哥中同事を用也
　
或云倭藂聯病
 
②
　
水たかきたか田のまちにふかきとて水なきいゐにほと〳〵にゐぬ
 
③
　　　
若故重読無咎
 
④
　　　 　　　　　　　
左衛門督源氏哥云
 
⑤
　
うたはうてひかはひかなんこよひさへあなことはりやねてはかへらし
 
③
　　　
雖文字同義異無妨也
 
④
　　　 　　
中原氏初雁哥云
 
⑤
　
秋なれとわさ田に苅りま所なみ り金によそに嶋わたるかも
 
③
八六
　　　
苅と雁義異也」 （十八ウ）
 
⑤
　　　
雖文字実義同尤不宜
　　　 　　　　　　　
古在木嶋哥云
 
⑤
　　
あひみるめなきこの嶋のけふよりてあまともみえぬよするなみ哉
  
③
　　　
なきこしまよするなみ共無 也如此類可避也
 
④
二乱思
　　
詞不優して常にそへ読る也
　
或云倭形迹病
 
②
　　　　　　　　 　
古郊野遊読哥曰
 
⑤
　　
ゆく水のなかたのつともしらなくにをのか里ゝなこそふ けれ
 
③
　「和歌八病」は「同心」 「乱思」 「欄蝶」 「渚鴻」 「花橘」 「老楓」
「中飽」 「後悔」である。①項目、②病名の下に説明と、和名がある。③例歌、④は左注となっている。例歌の詞書が⑤の「盗古歌証歌」の作者名と同じ字高に書かれ ⑤の位置は原則一定しており、特殊な割付である。
八後悔
　
混本之詠音韻不誹
　
或云解鐙病」 （一九ウ）
　　
  喜撰式云心のとかに思をめくらさすして又
　　
きよみて後悔するなり
　
岩かうへにねさす松の木とのみこそ思ふ心ある物を
　　　 　　　　 　　　　　
已上出喜撰式并孫姫式
 
①
　
ここでの①出典注は下詰めにされている。 「已上～」の出典注は
それぞれの項目で特異な位置に配置されている。【避病事】 【詞病事】 【秀歌躰
】 （二〇オ～二一オ）
一避病気事古式之趣如此但近代不用之哥は二一字
 
①
病は同心病はかり也同心の病と云は一哥中に再同事を用也但句を隔て用を為病気云々隔句と云に二義あり一は歌は初の五七五句をは本といふ終七々の句をは末と云本句にいへる事を末 にのふ
（中略）
出来たる事なるへし随而四條大納言新撰髄脳のこときは　　
  み山へには霰ふるらし外山なるまさ木のかつら色付にけり
 
②
是を病としるす山と山也しかれは本の三句の中に同事あるも病とき えゆ又云
（中略）
一詞病事
　
但古き髄脳にはみえす近代出来事歟
 
①
たとへはけれらんなと云類也誠に耳に立て こえさるへき事也　　
あふまてとせめてあまの河原の渡し守恋こそ人の祈りなりけれ
 
②
是等又よき哥也たゝいかなる事もよくつゝけつれはあしくもきこえすされは天徳哥合には同事
（中略）
一秀歌躰
　
新髄脳云凡哥は心深く清けにて
 
①
たゝしき所あるをすくれたるといふへし事おほくそへてや
う本マヽ
み
たるはいとわろき也一すちにすくらか
によむへしすかた心あひてよむ事かたくは
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まつ心をとるへしすかたといふはうちきゝ清け
　「避病事」 「詞病事」 「秀歌躰」の一連は、必ずしも内容的に一致しているわけではないが書式はほぼ共通している。①項目部から追い込みで書き、②和歌だけ二字下げという散文の形式で書かれている。
【和歌十種躰】
（二五オ～二八ウ）
一和歌十種躰
　
忠岑撰
 
①
　
古哥躰
 
②
　　
  小笠原みつのみまきにあるゝ馬もとれはそなつく此我袖とれ
 
③
　　
  わかの浦に塩 ちくれはかたをみあしへをさしてた 鳴わたる
 
③
　　
  風ふけは奥つしら波たつた山夜はにや君かひとり行らん
 
③
　　
  郭公なくやさ月のみ か夜もひとりしぬれは明しかねつも
 
③
　　
  かすか野のわかなつみにや白たへの袖ふ はへて人のゆく覧
 
③
　　　
古哥雖多其躰或詞質理以難採或義幽
 
④
　　　
密以易迷然猶以一両之眼及欲備其准的通下」 （二五オ）
　　　
流九躰不可必別此体耳
　「和歌十種体」は古哥体、神妙体、直体、余情体、写思体、高情体、器量、比興体、花艶体、両方致思体で構成される。割付としては「和歌九品」部に④左注が接続した形である。奥に「本云或本此一段秀歌 第十九之次道済十体第廿一之前在之」とある。この部分に関して 井上宗雄の指摘があ
る
）（
（
。親本の段階からこの形であった
であろうという。
【盗古歌證哥】
（三〇オ～三六ウ）
　　　
是等にて可意得也古哥の心をはよむましき
 
①
　　　
事なれとよく読つれはみな用らる名をえ
　　　
たらむ人はあなかちの名哥にあらすはよみたに
　　　
ましてははかるましきなれと又なからを
　　　
とりてよめる哥もありそれは猶心得ぬ事
　
一盗古歌證哥
　　
余証哥在一字抄仍不注之
 
②
　　　　　　　　
篁卿
 
③
 
花の色は雪にましりてまえすとも香をたに匂へ人の知るへく
 
④
　　　　　　　　　　　
良岑宗貞
 
花の色は霞にこめてみせすともかをたにぬすめ春の山かせ」 （三〇オ）
　　　　　　　　　　　
人丸
万葉
 
むすふての石間をせはみおく山の岩かきて水あかすもあるかな
　　　　　　　　　　　
貫之
万
 
むすふ手のしつくにゝこる山の井のあかても人 わかれぬるかな
　　　　　　　　　　　
無名
古今
 
思ひつゝぬれはやかもとぬは玉の一夜もおちす夢に
　
②項目、③作者名、④和歌が配列されている。他に、歌の肩の注
記がある歌二首、途中に「以下哥取半」が詞書の高さに記される。③作者名の高さは「和歌八病」の詞書と同じである。①は「是等にて可意得也」までが先の和歌式を受けてのもので、 「古歌 心を
八八
……」以下が「盗古歌證哥」の序文なのだろう。日本古典文学大系『歌論集・能楽論集
』
）（
（
では、静嘉堂文庫本『和歌九品』の末尾に同
文があるとされる。【物異名】
( 三六ウ～三七ウ）
一物異名
 
①
　　
天
あまの原
 
日
あかねさす
 
月
久かた
 
雨
しつくしつ
 
②
　　
風
しのをふかき
 
霰
いさらなみ
 
山
あし引
 
峯
つくはね
　　
地
あらかね
 
野
いもきの
 
河
はやたつ
 
高岸
あまそき
　　
（中略）
　　
正月
　
むつき
　
たかきいやしきゆききたるかゆへむつひ月と云を
　
　　
二月
　
さつき
　
さむくてさらにきぬをきれはきぬさらきといふ
　
　「物異名」は①項目の下に、②「天、日、月、雨、風、霧、山、峯、地、野、河、高岸、海、塩海、水海、巌、道、庭水、京、平城京、内裏、春、夏、朝、時 暁 晩、草、壁草、花、菓、薦、鶯、鶴、鹿 猿 蛬 蛙 蜘蛛 神、帝、東宮、中宮、大臣 中少将衛門、兵衛 男、女、婦、下人 賤男、盗人 別 夢 つらき事書、筆、簾 和琴、人形 樹雪落、氷上雪 酒」の異名を示す。語に対して細字で異名を記すが 高さは和歌より一字低く詞書と同じある。　月日の異名は、一月から十二月まで「月名、異名、説明」の順と
なっており、説明は細字双行、末尾は全て「いふをあやまれり」で統一されている。 「物異名」については『和歌初学抄』の「由緒
詞」と関連が指摘されてい
る
）（（
（
。
【古謌詞】
（三七ウ～三九オ）
一古謌詞　　
いやとしのは
 
弥年也
 
とよむ
　
響也
 
とゝろ
 
動也
　　
  しはなく
 
数鳴也
 
はたれ
　
班也
 
あまはり
 
雨晴也
　　
  しみゝ
 
繁也
 
あさけ且開
朝食ハ別義也
 
ゆふかた く
 
夕片設也
（中略）
　　　
已上見万葉集
　　
  をのかしゝ
 
をのか名也
 
こまなめて
馬並也
 
さよ中
 
小夜半也
　　
  まくりて
 
袖まつる也
 
してうつ静
に打也
 
たくふ
 
加也具也
　「古謌詞」は「物異名」と書式上は似ているが、三列にして余白を大きくとっている。ただ異名を書くだけの「物異名」と違い、
「古謌詞」ではその説明も書くため、注が長くなるためか、列の注記位置は厳密ではない。 「うらおもふ」では「やゝおもうなり
　
う
らかなし
　
うらめつらし
　
うらさひし
　
うらとく
　
同なり」と、第
二列に入り込むほど長大な注記で、 「雪けの水 は「雪きゆる也
　
又雪け雲は別儀也
　
雪気也
　
雪ふらんとて黄雲立也」と「雪け雲」
の説明までが付加され、これも二列目に注記が貫入している。【所名】
（三九オ～四四ウ）
一所名
　
出万葉普通名所不注之
 
①
　
  鷺坂山
シラトリノ
 
神山
 
多千山
 
見毛呂山
 
②
　
  古勢山
 
乎寸弖山
 
鳥羽山
シラトリノ
 
志良つき山
あやまれりをあやまれり
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（中略）
　　
峯
　
付嵩
 
③
　
あおねか峯
 
いまきの峯
 
ゆつきかたかけ
 
こしのたかね
　
よしのたけ
 
いこまのたけ
　
　「所名」では名所歌枕が並ぶ。 「山、峯
付嵩坂
、岳、社、野、原、
海
付迫門
、江
付沼
　
湊、津、浦、濱、潟
付磯
  奈太、嶋、崎、河
付河淀
   河
原、池、井、橋、里
付村
、雑」で、これらの名所は、四列に文字が
割り付けられている。 「物異名」とほぼ同じ割付であり、細字で注が付けられるものもあ が、特に長文の注は無い。
四
　
グリッドと検索性
　
以上、項目の割付を中心に大東急本を通観した。その結果、当該
本の書写論理についていくつかの指摘が可能となる。　
第一に、項目を示す見出し位置には、原則として本文は書かれな
い。　
第二に、見出しが書き始められる位置は、内容に関わらず一定し
ている。また、各大中項目見出しの書き出し位置は変わ ない。それぞれの要素は、項目ごとに文字の位置を調整 て 付けられてる。たとえば「和歌八病」では、作者名の高さに「用韻哥云」として歌が記されるが、これは作者名注記ではない。この割付位置は「盗古哥証哥」の作者名と同じである。作者名の位置が定められて
いるのではなく、作者名が書かれる位置に、項目ごとの文字要素を割りつけている。個々の部分に関しては、元のテクストの割付に則った可能性もあ が、個別の割付を、どの高さや要素で配置するかという意識が働いたことは間違いない。　
つまり、大東急本の諸要素は、基本的に高さで区切ることができ
るのである。割付を相対的な位置関係で計測すれば 以下のグリッドレイアウトのモデルが抽出できる。　　
①第一階層――項目、出典注記
　　
②第二階層――中見出し、小目次、本文１、詞書
　　
③第三階層――和歌
　　
④第四階層――詞書１、本文２、左註類
　　 　　　　　　　
⑤作者名、詞書２
　　
⑥古歌詞１
　　
⑦古歌詞２
　　
⑧古歌詞３
　　
⑨所名１
　
  ⑩所名２
　　
⑪所名３
　　
⑫所名４
　
見出し等の下に説明を付す場合には、文字数の都合もあって規則
的な書式を維持するのが困難である。それでも、割付位置を揃える意識は一貫している。　
ここから、情報構造と書写の論理が見えてくる。まず大東急本は、
書写に際してグリッド（格子）を設定し、高さにより文字の要素と情報の階層を整備している。それ故に「盗古歌証歌」の作者と「和歌八病」 詞書が同じ高さにきてしまうという情報構造上 齟齬が生じてもいる だが、それだけグリッドに忠実なのだといえること
たかねとも
九〇
もできる。文字要素の割付位置についてはところどころ迷いも見えるが、左右に配置した文字要素と割付の高さを変えることによって処理している。こうした文字要素の分類とグリッドの設定が、多様な内容を整理す 、複雑な割付を可能にしているのである。　
第三に、割付が類似する項目が近接する傾向がある。それらは項
目の配列群を形成する。 【和歌六義】 【和歌六躰】 【和歌三種躰】は、書かれる内容が異なるものの、冒頭に小目次 記し、詞書、小見出しの高さを揃えている。 【畳句哥】から【廻文哥】までは、短い説明と例歌が掲載されるだけで、複雑な構造ではない。 【和歌四病】【和歌七病】 【和歌八病】は歌病の類聚で、見出し、例歌、詞書、左注と、ごく短い説明がつく。また、 【畳句哥】 【連句哥】 隠題】【誹諧哥】 【譬喩哥】 【相聞哥】 【挽哥】 【無所着哥】 【廻文哥】が一六～一七丁に集中していることに注目したい。全二十四項のうち、この二丁に十項目がまとまって掲載されており、 の短い項目が集中して掲載されている。大東急本は歌学的な だけではなく、割付につい も項目配列 配慮 である。ある一つの割付形式に先行歌式を押し込め のではなく、項目ごとに文章上体裁が異なるものを、割付の違いによって整理 ながら、項目を配列させているのである。　
次の【避病事】 【詞病事】 【秀歌躰】では、他の部分では見出しと
なる位置に、地の文の高さを引き上げている。和歌のみを歌頭二字下げで記す散文形式である。 【和 九品】から【道済十躰】までは、
先達の歌人たちによる歌体論が並ぶ。 【盗古哥證歌】では詞書と和歌だけが列挙される箇所で、詞書、作者名、和歌と、一般的な歌の割付構造を備えてい 。 【物異名】以下は語句の列挙と細注による解説である。ここも一つのまとまりとして考えられる。　
このように大東急本には、項目ごとの配列群を想定することがで
きる。類似する構造の項目を近接させ、グリッドを整理してい のである。　
こうした割付から、大東急本はどのような書物 して性格付けら
れるのだろう。それを検索性の観点から考えたい。大東急本は、構造を整理することで、各項目の検索性を高めている。大見出しを規則的に記し、目次と照合させながら 箇所を披見す ことも、書式的に類似項目を集中させることで、容易に検索する と できようになっている。 『俊頼髄脳』のように、ほぼ全文が追込みで書かれる歌学書では、このような検索は不可能である。上巻 和歌式は、そ ぞれ詞 や左注を書き出しの位置で調整し、可能な限り検索性と視認性を高めている。そ ために各項目は、それぞれに異なる書式をもち、それらを複数抱え 複雑な構造をもつのであ 。
五
　
おわりに
　
大東急本の割付構造を分析し、いくつかの問題を検討した。上巻
部はグリッドにより複雑で高度な割付構造が構築され た それ
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により、 『俊頼髄脳』などには見られない検索性が獲得されている。　
また、今回はふれ得なかったが、他の写本群も複雑な割付を有し
ており、これは大東急本以外にも割付 対する意識が伝存していることを示している。ここで、歌学書の を分析する意義につい 、いささか述べておきたい。　
先行する和歌式を集成し それを一書として構築するために、
『奥義抄』上巻部は複雑な書式を構築したと考えられるのである。各写本ごとに割付が異なるとはいえ、このような複雑な書式が要請されるのは、 『奥義抄』上巻部が 先行歌学 類聚編纂物であることと密接な関係があるのだろう。割付の問題は、平安後期歌学における当該書単独 問題ではなく、中世へ展開する学問一般における類聚編纂物の問題と接続している。　
山崎誠は「中世に於ける諸種の述作を特徴付ける性格の一つに、
先行の本文・本説・物語が脱領域的に諸文献に引用される（自在に節略・改変・弥縫・類聚される）ことを指摘できる。註釈〈鈔〉もまた、本文を明するものであると同時に、他の述作の為には解体される「本文」の集成という機能を持つ、極言すれば全て 分野の著作はこの時代 類書としての性格を帯び
る
）（（
（
」と述べる。 「類書とし
ての性格」を有する歌学書も、このような中世の学知展開 系譜中に位置するだろう。本 、すなわち先行する学知の整理分類を『奥義抄』の写本は割付の設計によって行い、そこに検索性を付与してみせた。こうした検索性を有する 物として『八雲御抄』のよ
うな先行歌学を集成する百科事典のごとき大部なものが現れ、また別の立場から、 『俊頼髄脳』や『古来風躰抄』のような検索性に乏しい歌学書も展開していくという歌学の見取り図が描け いだろうか。　
それは、歌学書の書写の問題でもある。歌学書には、単純な割付
を持つものと、複雑な割付を持つものがある。 『俊頼髄脳』などは、物語や日記と同様 和歌を除く本文が追い込みの形で書かれている写本が多い。そうした写本は、複雑な構造を持たず、写本ごとに劇的に異なる割付を持つことは少ないよ に思われる。 『奥義抄』は逆に当初からもっていたであろう 書式 、より整理した になるように多様 書式が書写者たちによって試みられてきたのであろう。それは、書写者が書写する写本の性格をど ように受け取ってきたのかの痕跡であり、また、類聚と検索 をめぐる歌学の方向性を示すも でもあった。　
歌学書研究には、素材をどのように割付け、それがどのような意
識によって行われている かに注目することが必要なのではな だろうか。本文の異同が大きく、書式が改変されて行くこと 多い歌学書に、原態の割付が保存されているとは考えにくい。容易に原態へ遡れないのであれば、それぞれの本が、どのような書 として設計されているかに着目することに意義はある。　
大東急本の割付の分析から、書物がもつ検索性と、歌学書におけ
る情報構造が浮び上がった。歌学書の伝本個々 割付には、その書
九二
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物の特質を書写者がどのように把握したかが表出されている。割付という観点から、歌学書の問題を扱っていくことで、中古中世学知をめぐる類聚と整理の様相を解明することができるだろう。
